文明十五年九月九日起日勝仁親王主催着到和歌について : 後柏原天皇宸筆着到和歌並びに「海路 十日」懐紙との関係 by 本山 八重子 et al.
文
明
十
五
年
九
月
九
日
起
日
勝
仁
親
王
主
催
着
到
和
歌
に
つ
い
て
―
―
後
柏
原
天
皇
宸
筆
着
到
和
歌
並
び
に
「
海
路
十
日
」
懐
紙
と
の
関
係
―
―
本
山
八
重
子
は
じ
め
に
文
明
十
五
（
一
四
八
三
）
年
九
月
九
日
か
ら
着
到
和
歌
が
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
『
大
日
本
史
料
第
八
編
之
十
五
』
記
載
の
九
月
九
日
の
条
に
「
是
日
、
勝
仁
親
王
、
著
到
和
歌
ヲ
始
メ
サ
セ
ラ
ル
」
と
い
う
見
出
し
記
事
と
と
も
に
、
け
ふ
よ
り
宮
の
御
か
た
（
勝
仁
親
王
）
に
百
日
の
御
う
た
あ
そ
は
す
（『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
』）
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
着
到
和
歌
に
つ
い
て
は
、
他
に
、
当
時
の
公
家
日
記
に
も
言
及
さ
れ
た
記
録
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
参
加
者
や
題
の
構
成
な
ど
具
体
的
な
内
容
は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
度
、
遠
山
記
念
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
同
館
所
蔵
の
着
到
和
歌
懐
紙「
海
路
（
１
）
十
日
」（
以
下
「
海
路
」
懐
紙
と
称
す
）
の
拝
覧
及
び
写
真
掲
載
を
許
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
書
か
れ
た
式
部
卿
の
和
歌
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
所
収
の
邦
高
親
王
の
「
海
路
」
歌
と
同
一
で
あ
る
の
で
、
両
者
は
互
い
に
補
完
す
る
資
料
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
に
関
し
て
は
、
東
山
御
物
の
「
後
柏
原
天
皇
宸
筆
着
到
（
２
）
和
歌
」
所
収
の
式
部
卿
の
和
歌
全
て
が
、
同
百
首
和
歌
に
一
致
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
（
３
）
い
る
。
従
っ
て
、「
海
路
」
懐
紙
を
含
め
た
こ
れ
ら
三
点
の
資
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
着
到
和
歌
の
一
部
を
な
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
詠
進
の
構
成
員
、
題
の
構
成
、
散
逸
し
た
着
到
和
歌
の
部
分
的
な
復
元
な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
催
行
年
次
の
比
定
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
こ
の
「
後
柏
原
天
皇
宸
筆
着
到
和
歌
」
が
、
本
稿
冒
頭
に
言
及
し
た
、
文
明
十
五
年
九
月
九
日
か
ら
催
さ
れ
た
勝
仁
親
王
主
催
の
着
到
和
歌
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
証
も
試
み
た
い
。
一
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
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『
私
家
集
大
成
第
６
巻
』
に
「
邦
高
親
王
Ⅰ
」
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
邦
高
親
王
御
詠
』（
書
陵
部
伏
・
一
八
〇
）
が
翻
刻
、
収
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
も
含
ま
れ
て
い
る
（
歌
番
号
四
六
〜
一
四
五
。
冒
頭
に
「
文
明
十
五
年
月
三
日
着
到
中
院
一
位
通
秀
点
詠
百
首
和
歌
邦
高
」
と
記
す
）。
同
書
の
解
説
に
は
、
書
陵
部
に
家
集
と
は
別
に
同
百
首
の
自
筆
原
本
（「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
文
明
十
五
年
中
院
通
秀
点
一
軸
」（
書
陵
部
伏
・
三
五
七
）
が
現
存
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
そ
の
自
筆
原
本
の
画
像
を
閲
覧
す
（
マ
マ
）
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
表
紙
に
は
「
文
明
十
五
年
□
月
三
日
着
到
中
院
一
位
點
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
記
載
な
ら
び
に
家
集
『
邦
高
親
王
御
詠
』
所
収
の
百
首
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
年
次
の
記
載
か
ら
、
こ
の
着
到
和
歌
は
、
文
明
十
五
年
三
月
三
日
か
ら
六
月
十
三
日
ま
で
の
百
日
間
に
張
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
次
に
引
用
す
る
『
大
日
本
史
料
第
八
編
之
十
五
』
の
、
同
年
三
月
三
日
な
ら
び
に
六
月
十
三
日
の
記
事
か
ら
、
こ
の
時
に
は
、
後
土
御
門
天
皇
主
催
の
着
到
和
歌
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
参
加
者
は
中
院
通
秀
、
三
条
西
実
隆
、
滋
野
井
教
国
、
下
冷
泉
政
為
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
三
日
是
日
よ
り
、
百
日
著
到
和
歌
を
始
め
ら
る
、
け
ふ
よ
り
ち
や
く
た
う
の
御
う
た
あ
そ
は
す
、
お
と
こ
た
ち
も
し
こ
う
の
時
は
み
な
よ
ま
せ
ら
る
ゝ
、『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
』
自
今
日
百
首
、
和
歌
張
行
、
滋
野
井
（
教
國
）、
侍
従
（
下
冷
泉
政
為
）
等
同
詠
之
、
『
実
隆
公
記
』
六
月
十
三
日
（
外
様
）
（
人
数
達
）
百
日
の
御
歌
け
ふ
ま
で
に
て
、
と
さ
ま
の
人
す
た
ち
め
し
て
、
御
（
当
座
）
た
る
色
々
い
た
さ
れ
て
た
ふ
、
た
う
さ
も
あ
り
、
『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
』
参
内
、
詠
三
首
早
出
、
『
十
輪
院
内
府
記
』
ま
た
、
実
隆
の
家
集
『
雪
玉
集
』
巻
第
六
・
雑
・
二
五
八
六
番
に
は
、「
文
明
十
五
年
自
三
月
三
日
至
六
月
十
三
日
着
到
」
と
し
て
「
書
」
の
題
で
、
次
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
代
々
に
絶
せ
ぬ
ふ
み
の
み
ち
も
神
の
壐
の
し
る
し
と
そ
き
く
一
方
、「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
の
百
首
題
は
「
堀
河
院
初
度
百
首
」
の
歌
題
を
踏
襲
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
「
書
」
の
題
は
含
ま
れ
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
が
、
文
明
十
五
年
三
月
三
日
か
ら
催
行
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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二東
山
御
物
「
後
柏
原
天
皇
宸
筆
着
到
和
歌
」
「
後
柏
原
天
皇
宸
筆
着
到
和
歌
」
に
つ
い
て
は
、
注
２
、
３
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
相
馬
萬
里
子
氏
が
『
東
山
御
文
庫
御
物
３
』
所
収
の
解
説
で
、
画
像
の
一
部
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
記
述
で
あ
る
の
で
、
長
く
な
る
け
れ
ど
も
必
要
な
個
所
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
本
書
は
（
中
略
）、
始
行
日
と
題
を
示
す
首
部
が
欠
け
て
い
る
上
、
墨
付
十
九
枚
の
う
ち
、
は
じ
め
の
九
枚
は
連
続
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
不
連
続
な
箇
所
が
続
出
し
、
尾
部
も
不
足
す
る
残
欠
本
で
あ
る
た
め
、
年
次
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
歌
題
と
日
付
、
詠
進
者
名
か
ら
、
い
く
つ
か
の
推
測
は
行
え
る
。
図
版
２０３
〔
資
料
冒
頭
部
の
写
真
本
山
注
〕
に
み
え
る
歌
の
題
は
「
立
春
」
と
推
定
さ
れ
、
次
に
出
て
く
る
の
が
「
子
日
十
日
」
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
「
立
春
」
題
で
「
九
日
」
に
は
じ
め
ら
れ
た
着
到
和
歌
で
あ
ろ
う
。
以
下
、「
霞
十
一
日
」「
鴬
十
二
日
」「
若
菜
十
三
日
」「
残
雪
十
四
日
」（
図
版
２０４
）
と
続
い
た
後
、
題
と
日
付
が
残
る
箇
所
は
「
早
苗
四
日
」「
蓮
十
日
」「
五
月
雨
六
日
」「
立
秋
十
四
日
」「
霧
廿
五
日
」
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
歌
数
は
揃
わ
ず
、
他
に
題
、
日
付
を
欠
く
九
題
分
の
歌
も
み
ら
れ
る
。
残
っ
て
い
る
題
の
中
で
も
「
蓮
」「
五
月
雨
」
の
順
序
は
疑
問
で
、
錯
簡
も
考
え
ら
れ
る
。
詠
進
者
は
欠
が
な
い
と
み
ら
れ
る
「
子
日
」
か
ら
「
若
菜
」
ま
で
の
四
日
分
で
み
る
と
、
女
房
・
愚
詠
・
言
国
朝
臣
・
重
経
・
勾
当
内
侍
・
新
大
納
言
・
重
治
朝
臣
・
上
﨟
・
元
長
朝
臣
・
永
宣
・
賢
房
・
式
部
卿
宮
・
仁
和
寺
宮
・
右
兵
衛
督
・
四
辻
宰
相
中
将
の
十
五
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
式
部
卿
宮
の
歌
が
『
私
家
集
大
成
第
６
巻
』
所
収
の
「
邦
高
親
王
Ⅰ
」
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
式
部
卿
宮
は
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
式
部
卿
任
の
伏
見
宮
邦
高
親
王
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
以
後
、
山
科
言
国
が
朝
臣
と
よ
ば
れ
て
い
る
文
明
十
六
年
十
月
ま
で
の
期
間
が
想
定
さ
れ
る
。『
私
家
集
大
（
マ
マ
）
成
』「
邦
高
親
王
Ⅰ
」
に
は
こ
の
百
首
の
注
と
し
て
「
文
明
十
五
年
月
三
日
着
到
」
と
み
え
る
が
、
確
認
は
で
き
ず
、
例
え
ば
文
明
十
年
九
月
九
日
に
始
め
ら
れ
た
着
到
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
相
馬
氏
は
、
資
料
の
概
況
を
紹
介
し
た
後
に
、
散
逸
し
た
冒
頭
の
歌
題
、
錯
簡
の
存
在
、
詠
出
歌
人
の
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
上
で
、
催
行
時
期
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
て
い
る
。
時
期
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
が
、
お
お
む
ね
首
肯
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
残
存
の
墨
付
が
「
十
九
枚
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
原
装
は
袋
綴
の
冊
子
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
確
か
に
「
十
九
枚
」
に
な
る
が
、
途
中
で
袋
綴
の
輪
の
部
分
が
切
り
離
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
墨
付
は
三
八
枚
に
な
り
、
改
装
の
段
階
で
錯
簡
も
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
相
馬
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
着
到
和
歌
の
構
成
を
、
錯
簡
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の
修
正
も
含
め
て
、
推
測
・
復
元
し
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
提
示
し
て
み
た
い
。
復
元
に
あ
た
っ
て
は
、
墨
付
三
八
枚
の
各
一
枚
の
文
字
書
き
の
行
数
が
九
行
、
和
歌
一
首
は
二
行
書
き
と
い
う
規
則
性
が
あ
る
こ
と
と
、
歌
題
が
「
堀
河
院
初
度
百
首
」
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
。
欠
損
箇
所
は
、
一
行
毎
に
棒
線
「
―
―
―
―
」
で
表
記
し
、
各
日
の
歌
に
は
、
詠
進
の
順
番
を
分
か
り
易
く
す
る
た
め
、
①
か
ら
⑮
ま
で
の
番
号
を
付
し
、
墨
付
一
枚
の
最
終
行
に
は
「
』」
を
付
け
て
一
枚
毎
に
区
別
を
付
け
る
こ
と
に
す
る
。
（
立
春
九
月
九
日
）
①
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
愚
詠
）
②
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
女
房
）
③
（
河
か
せ
は
か
す
み
の
袖
に
な
を
さ
む
し
春
た
つ
け
ふ
の
こ
ろ
も
か
せ
山
式
部
卿
宮
）
④
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
』
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
仁
和
寺
宮
）
⑤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
勾
當
内
侍
）
⑥
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
上
﨟
）
⑦
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
新
大
納
言
）
⑧
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
四
辻
宰
相
中
将
）
』
起
日
の
題
で
あ
る
「
立
春
九
月
九
日
」
の
歌
は
、
①
か
ら
⑧
が
欠
け
て
い
る
。
着
到
和
歌
の
場
合
、
起
日
と
終
日
に
限
り
、
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
、
座
次
（
官
位
）
の
順
に
歌
を
詠
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
①
は
主
催
者
（
愚
詠
・
天
皇
が
参
加
し
て
い
る
の
で
隠
名
に
し
た
か
。
勝
仁
親
王
と
推
測
さ
れ
る
。
後
述
）。
②
は
後
土
御
門
天
皇
（
女
房
・
公
式
な
歌
会
で
は
天
皇
・
上
皇
は
無
署
名
が
原
則
で
あ
る
が
、
お
忍
び
で
参
加
し
て
い
る
の
で
隠
名
に
し
た
か
）。
③
は
式
部
卿
宮
（
伏
見
宮
邦
高
親
王
）
で
、
そ
の
詠
進
歌
③
は
、「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
か
ら
（
）
を
付
し
て
引
用
し
た
。
④
は
仁
和
寺
宮
（
道
永
入
道
親
王
）、
⑤
は
勾
當
内
侍
（
四
辻
春
子
）、
⑥
は
（
４
）
上
﨟
、
⑦
は
新
大
納
言
と
い
う
順
序
に
な
ろ
う
か
。
こ
の
新
大
納
言
に
該
当
す
る
の
は
公
卿
で
は
な
く
、
新
大
納
言
局
（
勧
修
寺
房
子
）
と
推
測
さ
（
５
）
れ
る
。
⑧
は
四
辻
宰
相
中
将
（
季
経
）
の
歌
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、「
立
春
」
詠
の
⑨
か
ら
⑮
ま
で
、
歌
な
ら
び
に
作
者
名
が
座
次
の
順
序
に
従
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
子
日
十
日
」
①
か
ら
「
残
雪
十
四
日
」
の
⑫
の
上
句
ま
で
が
連
続
し
て
残
存
し
て
い
る
。
⑨
け
ふ
と
い
へ
は
雲
の
か
よ
ひ
路
の
と
か
に
て
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天
津
お
と
め
も
春
や
し
る
ら
む
右
兵
衛
督
⑩
お
も
ひ
な
す
心
か
ら
か
と
み
れ
は
け
に
春
た
つ
今
朝
そ
わ
き
て
の
と
け
き
元
長
朝
臣
⑪
天
の
戸
に
ま
つ
た
ち
そ
む
る
春
な
れ
や
け
さ
は
の
と
か
に
い
つ
る
日
の
か
け
言
国
朝
臣
⑫
君
か
へ
む
千
と
せ
の
か
す
も
け
ふ
こ
と
に
又
あ
ら
た
ま
る
は
る
は
来
に
け
り
重
治
朝
臣
⑬
空
に
た
に
さ
た
か
に
み
え
ぬ
春
の
色
を
』
け
さ
よ
り
い
か
て
世
に
は
し
る
ら
む
賢
房
⑭
あ
さ
か
す
み
昨
日
を
こ
そ
と
へ
た
て
ゝ
そ
春
た
つ
け
ふ
の
空
は
み
え
け
る
重
経
⑮
あ
つ
ま
路
の
空
よ
り
け
さ
は
霞
そ
め
て
も
ろ
こ
し
ま
て
も
春
や
た
つ
ら
む
永
宣
子
日
十
日
①
春
こ
と
に
子
の
ひ
の
小
松
ひ
き
う
へ
て
千
世
に
や
ち
よ
を
ち
き
り
て
そ
み
ん
女
房
②
春
を
へ
て
野
邊
の
こ
ま
つ
も
け
ふ
こ
と
の
』
子
の
ひ
に
あ
は
む
種
は
つ
き
せ
し
愚
詠
③
萬
代
を
け
ふ
よ
り
ち
き
る
は
し
め
と
や
二
葉
の
小
ま
つ
野
へ
に
引
ら
む
言
国
朝
臣
④
千
と
せ
と
も
か
き
り
は
あ
ら
し
春
こ
と
に
君
を
た
め
し
に
ひ
け
る
小
ま
つ
は
重
経
⑤
け
ふ
こ
と
の
ね
の
ひ
の
ま
つ
の
よ
は
ひ
を
や
君
か
千
と
せ
の
か
す
に
ひ
く
ら
む
勾
當
内
侍
⑥
け
ふ
と
い
へ
は
二
葉
の
小
松
千
代
か
け
て
よ
は
ひ
を
君
に
ち
き
り
て
そ
ひ
く
新
大
納
言
』
⑦
春
こ
と
に
ひ
け
る
子
の
日
の
小
ま
つ
は
ら
千
本
の
か
け
も
君
の
み
そ
み
む
重
治
朝
臣
⑧
末
と
を
き
君
か
千
と
せ
の
た
め
し
に
そ
は
つ
ね
の
小
松
ひ
と
は
ひ
く
な
る
上
﨟
⑨
こ
の
種
を
千
も
と
に
な
さ
む
け
ふ
ひ
け
る
子
日
の
ま
つ
は
二
葉
な
り
と
も
元
長
朝
臣
⑩
子
の
日
す
る
野
邊
の
小
松
の
ゆ
く
末
も
君
か
よ
は
ひ
に
た
ち
や
な
ら
は
む
永
宣
⑪
子
日
し
て
二
葉
の
小
ま
つ
け
ふ
そ
ひ
く
』
た
ね
し
あ
れ
は
と
み
ゆ
る
岩
根
に
賢
房
⑫
子
日
す
る
野
へ
の
小
松
の
二
葉
よ
り
お
ひ
さ
き
し
る
き
千
代
の
陰
か
な
式
部
卿
宮
⑬
小
し
ほ
や
ま
君
か
た
め
し
に
ひ
く
松
の
け
ふ
の
ね
の
日
に
い
く
代
あ
ひ
け
ん
仁
和
寺
宮
⑭
萬
代
の
た
め
し
に
ひ
く
や
か
め
の
お
の
い
は
ね
の
松
の
子
日
な
る
ら
む
右
兵
衛
督
⑮
春
こ
と
に
千
と
せ
の
友
と
も
ろ
人
を
引
や
子
日
の
ま
つ
も
し
ら
な
む
四
辻
宰
相
中
将
』
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霞十
一
日
①
天
は
す
み
地
は
に
こ
れ
る
そ
の
か
み
の
い
つ
れ
の
色
と
か
す
む
を
か
見
む
女
房
②
さ
ほ
姫
の
か
す
み
の
袖
に
た
ち
か
く
す
や
ま
は
い
く
へ
そ
春
の
あ
け
ほ
の
式
部
卿
宮
③
う
ら
ゝ
な
る
色
は
こ
な
た
に
あ
ら
は
れ
て
か
す
み
に
こ
も
る
は
る
の
や
ま
の
は
元
長
朝
臣
④
そ
れ
そ
と
も
な
を
み
え
わ
か
て
春
は
又
か
す
み
に
と
を
き
四
方
の
山
の
は
永
宣
』
⑤
朝
ま
た
き
峯
の
か
す
み
や
つ
ゝ
く
覧
ふ
も
と
の
さ
と
も
さ
た
か
に
は
な
し
賢
房
⑥
都
た
に
ま
た
春
さ
む
き
あ
さ
な
〳
〵
か
す
む
も
う
す
き
四
方
の
山
の
は
愚
詠
⑦
明
わ
た
る
と
を
山
と
り
の
お
の
へ
よ
り
へ
た
て
そ
め
て
や
ま
つ
か
す
む
ら
む
重
治
朝
臣
⑧
い
つ
く
よ
り
た
ち
来
る
と
し
も
み
え
わ
か
て
野
山
ひ
と
つ
に
か
す
み
こ
め
つ
ゝ
新
大
納
言
⑨
立
と
み
る
か
す
み
の
こ
ろ
も
う
す
け
れ
は
』
か
く
れ
も
は
て
ぬ
よ
も
の
山
の
端
勾
當
内
侍
⑩
入
逢
の
こ
ゑ
は
か
り
し
て
初
瀬
や
ま
桧
は
ら
を
よ
そ
に
た
つ
か
す
み
哉
重
経
⑪
心
あ
て
に
そ
れ
か
と
は
か
り
み
よ
し
の
ゝ
よ
し
の
ゝ
山
の
か
す
む
あ
け
ほ
の
上
﨟
（
批
点
あ
り
）
⑫
も
え
い
つ
る
野
へ
は
草
葉
の
あ
さ
み
と
り
霞
や
は
る
を
ま
つ
ふ
か
む
ら
む
仁
和
寺
宮
⑬
三
輪
の
や
ま
す
き
の
立
と
は
み
え
わ
か
て
か
す
む
そ
春
の
し
る
し
な
り
け
る
右
兵
衛
督
』
⑭
比
良
の
う
み
や
つ
り
す
る
あ
ま
は
か
く
ろ
ひ
て
か
す
み
は
か
り
の
袖
な
ひ
く
み
ゆ
四
辻
宰
相
中
将
⑮
う
な
は
ら
や
か
す
み
も
ふ
か
く
み
つ
し
ほ
に
あ
ま
の
を
ふ
ね
は
い
つ
る
と
も
な
し
言
國
鴬
十
二
日
①
う
ち
い
つ
る
氷
の
ひ
ま
の
な
み
よ
り
も
ま
つ
聲
た
つ
る
谷
の
う
く
ひ
す
愚
詠
②
野
や
ま
に
は
色
も
わ
く
ら
し
籠
の
う
ち
に
い
か
て
春
し
る
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
元
長
』
③
さ
枝
ふ
く
ま
か
き
の
竹
の
あ
さ
風
に
ま
た
春
さ
む
き
う
く
ひ
す
の
聲
仁
和
寺
宮
④
花
は
ま
た
き
こ
す
ゑ
に
き
ぬ
る
鴬
の
を
の
か
は
つ
ね
そ
ま
つ
ひ
ら
け
ぬ
る
右
兵
衛
督
⑤
呉
竹
の
お
く
の
家
ゐ
や
野
へ
よ
り
も
猶
う
く
ひ
す
の
聲
は
聞
覧
女
房
⑥
か
し
こ
き
も
い
ま
つ
か
ふ
へ
き
時
来
ぬ
と
つ
け
て
や
い
つ
る
谷
の
う
く
ひ
す
重
治
朝
臣
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⑦さ
え
か
へ
り
ま
た
ふ
る
雪
に
鴬
の
』
む
す
ほ
ら
れ
て
や
は
つ
ね
な
く
覧
重
経
⑧
氷
し
く
た
に
の
う
く
ひ
す
い
と
は
や
も
な
み
よ
り
さ
き
に
聲
た
て
ゝ
け
り
四
辻
宰
相
中
将
⑨
の
と
か
な
る
宮
こ
の
ほ
か
も
う
く
ひ
す
や
千
里
を
か
け
て
な
き
わ
た
る
ら
ん
言
國
⑩
旧
巣
に
や
な
こ
り
を
お
も
ふ
谷
の
戸
の
あ
た
り
を
さ
ら
て
鴬
の
な
く
賢
房
⑪
我
や
と
の
そ
と
も
の
竹
や
う
く
ひ
す
の
花
ま
つ
ほ
と
の
や
と
り
な
る
ら
む
永
宣
』
⑫
里
わ
か
ぬ
春
を
し
ら
せ
て
数
な
ら
ぬ
か
き
ね
の
う
ち
も
う
く
ひ
す
そ
鳴
式
部
卿
宮
⑬
夜
の
間
に
や
谷
の
戸
い
て
し
う
く
ひ
す
の
あ
し
た
の
原
に
は
つ
音
鳴
覧
上
﨟
⑭
氷
と
く
る
な
み
と
と
も
に
や
谷
の
戸
を
け
さ
う
ち
い
つ
る
う
く
ひ
す
の
聲
新
大
納
言
⑮
あ
ら
玉
の
春
は
の
と
け
き
物
そ
と
は
け
ふ
う
く
ひ
す
の
聲
に
こ
そ
し
れ
勾
當
内
侍
若
菜
十
三
日
』
①
こ
と
草
も
つ
み
や
そ
ふ
ら
む
そ
れ
と
し
も
わ
か
ぬ
雪
間
の
野
へ
の
わ
か
な
は
愚
詠
②
ふ
み
分
る
わ
か
あ
と
よ
り
や
雪
き
え
ぬ
野
へ
の
若
な
を
人
も
つ
む
ら
ん
言
國
③
人
め
さ
へ
枯
に
し
も
の
を
し
つ
の
め
か
い
ま
は
し
め
野
に
わ
か
な
つ
む
也
四
辻
宰
相
中
将
④
雪
は
な
を
袖
に
つ
も
り
て
さ
と
人
の
つ
め
る
若
菜
の
か
す
そ
す
く
な
き
永
宣
⑤
か
き
り
な
き
年
を
つ
み
て
も
春
の
野
に
』
そ
の
名
老
せ
ぬ
わ
か
な
な
り
け
り
右
兵
衛
督
⑥
霜
は
ら
や
き
え
て
し
野
へ
に
若
菜
つ
む
お
き
な
は
か
り
は
な
と
か
い
た
ゝ
く
元
長
朝
臣
（
人
め
さ
へ
枯
に
し
も
の
を
し
つ
の
め
か
い
ま
は
し
め
野
に
若
菜
摘
也
四
辻
宰
相
中
将
）
⑦
春
さ
む
み
ま
た
消
や
ら
ぬ
う
す
雪
に
み
と
り
ま
か
は
ぬ
若
菜
を
そ
摘
賢
房
⑧
水
さ
む
き
澤
邊
の
わ
か
な
つ
み
わ
ひ
ぬ
都
の
野
へ
は
雪
き
ゆ
る
こ
ろ
重
経
⑨
跡
と
め
て
あ
す
も
た
つ
ね
ん
春
日
の
ゝ
け
ふ
の
雪
ま
や
わ
か
な
な
ら
ま
し
仁
和
寺
宮
』
⑩
春
き
て
の
日
か
す
も
け
ふ
そ
七
種
を
野
へ
の
雪
ま
に
も
と
め
か
ね
ぬ
る
重
治
朝
臣
⑪
春
あ
さ
き
ほ
と
も
し
ら
れ
て
我
袖
に
つ
め
と
た
ま
ら
ぬ
は
つ
わ
か
な
哉
新
大
納
言
⑫
か
た
み
に
は
つ
む
ほ
と
も
な
し
春
寒
き
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雪
け
の
澤
の
水
の
ふ
か
せ
り
式
部
卿
宮
⑬
里
人
の
と
り
や
つ
く
す
と
ゆ
き
残
る
野
へ
を
も
と
め
て
摘
わ
か
な
哉
上
﨟
⑭
ふ
る
葉
さ
へ
ま
し
り
て
つ
む
や
春
も
い
ま
』
あ
さ
し
は
を
の
ゝ
わ
か
な
な
る
ら
ん
勾
當
内
侍
⑮
さ
と
人
の
野
へ
も
磯
邊
も
う
ち
む
れ
て
け
ふ
七
種
の
わ
か
な
つ
む
な
り
女
房
残
雪
十
四
日
①
日
影
さ
す
か
た
に
は
草
の
も
え
そ
め
て
山
の
か
た
へ
に
の
こ
る
し
ら
雪
言
國
②
こ
そ
み
て
し
夘
月
の
花
の
面
影
も
ち
か
き
か
き
ね
に
残
る
し
ら
雪
右
兵
衛
督
③
い
ま
は
猶
あ
と
つ
け
か
た
く
見
ゆ
る
か
な
』
ひ
か
け
に
の
こ
る
庭
の
し
ら
雪
勾
當
内
侍
④
春
さ
む
き
深
山
か
く
れ
は
雪
も
猶
き
え
あ
へ
ぬ
色
に
冬
や
み
す
ら
ん
愚
詠
⑤
い
と
は
や
も
さ
く
か
と
み
え
て
こ
す
ゑ
に
も
に
ほ
は
ぬ
雪
の
花
そ
の
こ
れ
る
重
経
⑥
日
影
を
は
た
ち
へ
た
て
つ
ゝ
嶺
た
か
み
か
す
み
や
雪
を
な
を
の
こ
す
覧
重
治
朝
臣
⑦
に
ほ
ひ
あ
ら
は
花
と
や
み
ま
し
し
ら
雪
の
の
こ
る
こ
す
ゑ
の
春
の
あ
け
ほ
の
上
﨟
』
⑧
嶺
つ
ゝ
き
か
さ
な
る
か
た
の
や
ま
あ
ひ
に
残
る
や
ふ
か
き
こ
そ
の
し
ら
雪
仁
和
寺
宮
⑨
来
る
春
の
ひ
か
り
と
や
み
む
き
え
や
ら
て
山
ま
と
さ
む
く
つ
も
る
し
ら
雪
式
部
卿
宮
⑩
山
ふ
か
み
し
は
し
友
ま
つ
春
さ
れ
に
お
な
し
心
か
の
こ
る
し
ら
雪
四
辻
宰
相
中
将
⑪
日
の
さ
ゝ
ぬ
谷
に
は
さ
そ
な
し
ら
ゆ
き
の
む
ら
き
え
の
こ
る
遠
の
や
ま
の
は
女
房
⑫
き
え
の
こ
る
木
々
の
し
ら
雪
を
な
し
く
は
』
こ
の
後
、「
残
雪
」
⑫
下
句
か
ら
⑮
が
欠
け
、
さ
ら
に
、「
梅
十
五
日
」
の
①
か
ら
⑤
ま
で
が
欠
け
て
、
⑥
か
ら
⑭
が
残
存
し
て
い
る
。
（
梅
十
五
日
）
⑥
問
人
を
さ
の
み
も
ま
た
し
梅
の
花
わ
か
や
と
の
み
の
た
ち
枝
な
ら
ね
は
重
治
朝
臣
⑦
難
波
な
る
み
つ
と
な
い
ひ
そ
梅
の
花
か
つ
さ
く
枝
を
人
も
こ
そ
お
れ
四
辻
宰
相
中
将
⑧
よ
そ
に
の
み
お
ら
て
そ
み
ま
し
梅
の
花
心
つ
か
ら
に
に
ほ
ひ
来
る
や
と
勾
當
内
侍
⑨
た
か
宿
の
軒
端
の
梅
の
に
ほ
ひ
そ
と
春
の
ゆ
ふ
へ
の
風
に
と
は
ゝ
や
永
宣
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⑩袖
ふ
れ
て
い
ま
や
た
を
ら
む
う
へ
お
き
し
』
軒
は
の
梅
の
さ
き
に
ほ
ふ
比
新
大
納
言
⑪
折
と
る
と
人
や
と
か
め
む
袖
ふ
れ
て
す
き
し
は
か
り
の
梅
の
う
つ
り
香
元
長
朝
臣
⑫
た
か
袖
に
う
つ
れ
と
こ
す
の
ひ
ま
も
る
て
軒
は
の
梅
の
に
ほ
ひ
来
ぬ
ら
ん
言
國
朝
臣
⑬
う
つ
し
う
ふ
る
軒
は
の
梅
の
花
か
つ
ら
我
袖
か
け
て
香
こ
そ
ふ
か
け
れ
重
経
⑭
風
さ
そ
ふ
梅
の
に
ほ
ひ
を
し
る
へ
に
て
た
ち
枝
も
み
え
ぬ
や
と
や
た
つ
ね
ん
賢
房
』
こ
れ
以
降
、「
梅
十
五
日
」
の
⑮
、「
柳
十
六
日
」
の
全
て
の
歌
、
さ
ら
に
「
早
蕨
十
七
日
」
の
①
を
欠
く
。
そ
の
後
、「
早
蕨
」
②
か
ら
⑩
が
残
存
す
る
。
（
早
蕨
十
七
日
）
②
い
つ
よ
り
か
手
折
そ
め
ま
し
春
日
野
の
草
の
は
つ
か
に
も
ゆ
る
さ
わ
ら
ひ
言
国
朝
臣
③
も
え
い
つ
る
物
と
は
い
へ
と
さ
わ
ら
ひ
の
け
ふ
り
は
空
に
な
ひ
く
と
も
な
し
永
宣
④
さ
と
人
の
や
く
と
み
え
つ
る
あ
と
よ
り
も
は
や
も
し
け
り
な
野
へ
の
さ
わ
ら
ひ
勾
當
内
侍
⑤
春
の
野
に
も
ゆ
る
草
葉
は
し
け
け
れ
と
ま
か
は
ぬ
色
の
は
つ
わ
ら
ひ
哉
女
房
⑥
焼
す
つ
る
野
原
と
み
え
し
あ
と
よ
り
や
』
今
も
え
い
つ
る
わ
ら
ひ
な
る
ら
む
右
兵
衛
督
⑦
柴
人
の
か
へ
る
さ
く
る
ゝ
や
ま
陰
に
猶
し
は
し
と
や
蕨
を
る
ら
む
愚
詠
⑧
も
え
い
つ
る
色
は
さ
な
か
ら
む
ら
さ
き
の
ま
た
う
ら
わ
か
き
野
へ
の
さ
わ
ら
ひ
重
経
⑨
藤
か
え
は
ま
た
花
さ
か
ぬ
峯
の
松
に
む
ら
さ
き
見
す
る
下
わ
ら
ひ
哉
四
辻
宰
相
中
将
⑩
庵
む
す
ふ
峯
の
さ
わ
ら
ひ
も
え
出
る
を
り
に
た
に
こ
そ
人
も
と
ひ
こ
ぬ
上
﨟
』
こ
の
後
、「
早
蕨
」
⑪
か
ら
⑮
を
欠
き
、
さ
ら
に
、「
桜
十
八
日
」「
春
雨
十
九
日
」「
春
駒
廿
日
」「
帰
雁
廿
一
日
」「
喚
子
鳥
廿
二
日
」「
苗
代
廿
三
日
」
の
歌
全
て
と
、「
菫
廿
四
日
」
の
①
か
ら
⑥
上
句
ま
で
が
欠
け
、
そ
の
後
、「
菫
」
⑥
下
句
か
ら
⑮
の
上
句
ま
で
が
現
存
す
る
。
（
菫
廿
四
日
）
（
⑥
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
）
色
め
つ
ら
し
き
野
へ
の
す
み
れ
を
元
長
朝
臣
⑦
紫
の
色
や
う
つ
る
と
わ
か
そ
て
に
― 28 ―
朝
つ
ゆ
な
か
ら
つ
む
す
み
れ
哉
愚
詠
⑧
紫
の
庭
と
や
い
は
む
ふ
る
さ
と
の
あ
る
ゝ
か
き
ね
に
す
み
れ
花
さ
く
女
房
⑨
む
つ
ま
し
き
色
に
め
て
つ
ゝ
春
の
野
に
く
る
ゝ
も
し
ら
す
菫
を
そ
つ
む
上
﨟
⑩
紫
に
さ
け
る
す
み
れ
は
つ
み
に
こ
し
人
の
ゆ
か
り
の
草
と
こ
そ
み
れ
俊
量
』
⑪
一
夜
ね
て
つ
み
て
か
へ
ら
む
す
み
れ
さ
く
野
へ
の
い
ほ
り
は
つ
ゆ
ふ
か
く
と
も
重
経
⑫
里
と
を
き
を
の
ゝ
芝
草
け
ふ
い
く
か
つ
ゆ
ふ
み
わ
け
て
す
み
れ
摘
ら
ん
四
辻
宰
相
中
将
⑬
あ
れ
ゆ
け
は
人
め
も
う
と
き
ふ
る
い
け
に
ひ
と
り
す
み
れ
の
花
そ
さ
き
け
る
賢
房
⑭
草
枕
む
す
ひ
や
せ
ま
し
つ
ほ
す
み
れ
つ
む
と
せ
し
ま
に
く
る
ゝ
野
原
は
永
宣
⑮
う
へ
て
み
る
種
な
ら
ね
と
も
を
の
つ
か
ら
』
こ
れ
以
降
、「
菫
」
⑮
の
下
句
、「
杜
若
廿
五
日
」「
藤
廿
六
日
」「
款
冬
廿
七
日
」「
三
月
尽
廿
八
日
」「
更
衣
廿
九
日
」「
卯
花
丗
日
」「
葵
十
月
一
日
」「
郭
公
二
日
」
の
全
て
と
、「
菖
蒲
三
日
」
の
①
〜
⑭
が
欠
け
て
い
る
。（「
菖
蒲
」
の
⑮
が
「
杜
若
」
の
歌
に
訂
正
し
て
あ
る
理
由
は
不
明
）。
続
く
「
早
苗
四
日
」
は
①
か
ら
⑧
上
句
ま
で
残
存
す
る
。
（「
菖
蒲
三
日
」）
⑮
か
き
つ
は
た
澤
邊
の
水
の
浅
か
ら
ぬ
色
に
も
み
え
て
さ
け
る
花
哉
式
部
卿
宮
（
お
も
ふ
こ
と
な
き
身
な
れ
と
も
け
ふ
と
い
へ
は
あ
や
め
の
ね
を
そ
袖
に
か
け
ぬ
る
勾
當
内
侍
）
早
苗
四
日
（
批
点
あ
り
）
①
い
ま
よ
り
も
あ
き
の
山
風
か
よ
ふ
ら
し
鳥
羽
田
の
さ
な
へ
う
ち
な
ひ
く
也
愚
詠
②
し
つ
の
め
か
門
田
の
さ
な
へ
く
れ
ぬ
れ
と
か
へ
さ
お
も
は
す
採
や
つ
く
さ
む
永
宣
（
批
点
あ
り
）
③
み
し
春
は
水
せ
き
い
れ
し
小
山
田
に
は
や
い
つ
し
か
と
と
る
さ
な
へ
哉
式
部
卿
宮
』
④
い
そ
く
ら
し
や
す
む
ま
も
な
く
し
つ
の
お
か
ま
て
に
と
り
つ
ゝ
わ
く
る
さ
な
へ
は
四
辻
宰
相
中
将
⑤
う
ち
む
れ
て
田
子
の
も
す
そ
や
此
こ
ろ
は
ひ
る
ま
も
ま
れ
に
さ
な
へ
と
る
ら
ん
言
國
⑥
う
へ
わ
た
す
さ
な
へ
は
お
な
し
緑
に
も
う
す
き
や
つ
ゆ
の
お
く
て
な
る
ら
ん
女
房
⑦
は
れ
ぬ
ま
も
さ
な
へ
と
る
な
り
五
月
雨
に
さ
そ
な
ぬ
れ
そ
ふ
田
子
の
衣
手
賢
房
⑧
わ
さ
田
に
は
ま
し
れ
る
草
を
け
ふ
そ
ひ
く
』
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こ
の
後
、「
早
苗
」
⑧
の
下
句
か
ら
⑮
ま
で
欠
け
て
い
る
。
続
く
「
照
射
五
日
」
は
、
①
の
万
里
小
路
賢
房
の
歌
の
み
が
欠
け
、
残
り
の
十
四
首
は
残
存
。
さ
ら
に
、「
五
月
雨
六
日
」
の
①
か
ら
④
上
句
ま
で
残
存
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
照
射
」
の
⑩
の
永
宣
の
歌
は
、「
と
も
し
す
る
五
月
の
山
に
た
つ
鹿
や
妻
に
わ
か
れ
し
跡
し
た
ふ
ら
む
」
を
一
旦
記
し
た
後
に
、「
か
り
人
は
…
」
の
歌
に
訂
正
し
て
あ
る
の
で
、
欠
落
し
て
い
る
①
（
賢
房
詠
）
を
⑩
の
位
置
に
永
宣
の
歌
と
し
て
誤
っ
て
書
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
①
に
賢
房
の
詠
進
歌
と
し
て
「
と
も
し
す
る
…
」
を
（
）
で
括
っ
て
記
載
し
て
お
い
た
。
（
照
射
五
日
）
（
①
と
も
し
す
る
五
月
の
山
に
た
つ
鹿
や
妻
に
わ
か
れ
し
跡
し
た
ふ
ら
む
賢
房
）
』
②
五
月
や
ま
こ
の
下
つ
ゆ
や
し
け
か
ら
し
と
も
し
の
影
の
し
め
り
ゆ
く
也
女
房
③
獨
人
の
さ
す
や
ほ
く
し
の
松
陰
に
か
く
れ
か
ね
て
や
鹿
の
な
く
ら
む
仁
和
寺
宮
④
深
ゆ
け
と
所
も
さ
ら
ぬ
ほ
し
か
と
は
み
ね
の
と
も
し
の
影
を
み
る
か
な
元
長
朝
臣
⑤
ま
す
ら
お
か
鹿
や
ま
つ
ら
ん
宮
木
の
ゝ
木
の
し
た
て
ら
す
夜
半
の
と
も
し
は
言
國
⑥
夏
虫
に
あ
ら
ぬ
小
鹿
も
こ
の
こ
ろ
は
』
と
も
し
の
影
に
身
を
や
か
ふ
ら
ん
愚
詠
⑦
鹿
を
ま
つ
こ
ゝ
ろ
の
や
み
は
よ
な
〳
〵
の
と
も
し
の
か
け
も
て
ら
し
や
は
す
る
四
辻
宰
相
中
将
⑧
山
ふ
か
み
木
の
し
た
ま
て
も
と
も
し
し
て
あ
は
れ
い
つ
く
に
鹿
の
か
く
れ
む
新
大
納
言
⑨
と
も
し
す
る
葉
山
の
か
け
に
よ
る
鹿
や
こ
れ
も
ひ
つ
し
の
あ
ゆ
み
な
る
ら
む
右
兵
衛
督
⑩
か
り
人
は
を
し
か
の
つ
の
ゝ
つ
か
の
ま
も
心
ゆ
る
さ
て
と
も
し
す
る
ら
ん
永
宣
（
と
も
し
す
る
五
月
の
山
に
た
つ
鹿
や
妻
に
わ
か
れ
し
跡
し
た
ふ
ら
む
永
宣
）
』
⑪
幾
夜
は
や
と
も
し
の
み
し
て
獨
人
の
鹿
に
こ
ゝ
ろ
を
か
け
て
あ
か
し
ぬ
上
﨟
⑫
た
ち
あ
か
す
ほ
く
し
の
か
け
や
さ
を
し
か
の
秋
待
ほ
と
の
思
ひ
な
る
ら
む
重
治
朝
臣
⑬
ま
す
ら
お
か
い
く
よ
な
〳
〵
か
と
も
し
し
て
家
路
を
さ
へ
に
わ
す
れ
は
つ
ら
ん
勾
當
内
侍
⑭
獨
人
の
袖
し
ほ
れ
け
り
と
も
し
す
る
葉
山
は
し
け
き
木
々
の
し
つ
く
に
重
経
⑮
い
か
は
か
り
く
る
し
き
わ
さ
そ
ま
す
ら
お
か
』
葉
山
し
け
や
ま
と
も
し
す
る
夜
は
式
部
卿
宮
五
月
雨
六
日
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①秋
を
ま
つ
軒
の
し
の
ふ
の
露
な
か
ら
そ
め
ぬ
に
く
つ
る
さ
み
た
れ
の
比
仁
和
寺
宮
②
雪
よ
り
は
里
の
か
よ
ひ
も
た
え
は
て
ぬ
み
ち
も
瀬
に
な
る
五
月
雨
の
比
女
房
③
谷
の
戸
の
あ
く
る
も
み
え
す
雲
と
ち
て
み
し
か
夜
し
ら
ぬ
さ
み
た
れ
の
空
言
國
④
猶
ま
さ
る
水
は
に
こ
り
て
山
の
井
の
』
こ
の
後
、「
五
月
雨
」
④
下
句
か
ら
⑮
ま
で
、
さ
ら
に
「
廬
橘
七
日
」「
蛍
八
日
」
の
全
て
、「
蚊
遣
火
九
日
」
の
①
か
ら
⑪
ま
で
を
欠
く
。「
蚊
遣
火
」
は
、
⑫
か
ら
⑮
が
残
存
、
続
い
て
、「
蓮
十
日
」
の
①
か
ら
⑤
の
上
句
ま
で
残
存
す
る
。
相
馬
氏
の
解
説
の
よ
う
に
、「
蓮
」
と
「
五
月
雨
」
に
は
資
料
に
お
い
て
錯
簡
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
堀
河
院
初
度
百
首
」
の
歌
題
の
順
に
合
わ
せ
て
修
正
を
施
し
た
。
な
お
、
他
に
も
錯
簡
が
疑
わ
れ
る
箇
所
が
散
見
す
る
。
（
蚊
遣
火
九
日
）
（
批
点
あ
り
）
⑫
軒
ち
か
き
し
つ
か
蚊
遣
の
夕
け
ふ
り
月
ま
つ
空
に
い
と
ふ
と
を
し
れ
四
辻
宰
相
中
将
⑬
さ
と
あ
り
と
よ
そ
に
も
み
え
て
蚊
遣
た
く
し
つ
か
家
ゐ
の
も
の
う
か
る
ら
ん
重
経
⑭
我
む
せ
ふ
な
ら
ひ
の
み
か
は
余
所
ま
て
も
け
ふ
り
を
か
こ
つ
し
つ
か
蚊
遣
火
重
治
朝
臣
⑮
し
つ
の
め
か
こ
れ
や
思
ひ
の
け
ふ
り
か
と
く
ゆ
り
そ
ま
さ
る
こ
や
の
か
や
り
火
仁
和
寺
宮
蓮
十
日
』
①
夕
立
の
す
き
ゆ
く
水
の
に
こ
り
に
も
し
ま
す
や
い
か
に
池
の
蓮
葉
式
部
卿
宮
②
影
う
つ
す
は
ち
す
の
花
の
色
よ
り
や
い
け
の
こ
ゝ
ろ
も
き
よ
く
す
む
ら
ん
愚
詠
③
池
水
は
に
こ
り
や
す
き
に
は
ち
す
葉
や
き
よ
き
を
種
と
生
そ
は
る
ら
ん
女
房
（
批
点
あ
り
）
④
か
せ
わ
た
る
い
け
の
は
ち
す
葉
う
ち
な
ひ
き
こ
ほ
る
ゝ
露
の
玉
そ
す
ゝ
し
き
勾
當
内
侍
⑤
跡
そ
な
き
池
の
は
ち
す
葉
風
み
え
て
』
こ
の
後
、「
蓮
十
日
」
の
⑤
下
句
か
ら
⑮
ま
で
の
歌
、「
氷
室
十
一
日
」
「
泉
十
二
日
」
の
全
て
の
歌
、「
荒
和
祓
十
三
日
」
の
①
か
ら
⑫
ま
で
の
歌
が
欠
け
、
⑬
か
ら
⑮
の
歌
が
残
存
。
さ
ら
に
、「
立
秋
十
四
日
」
の
①
か
ら
⑥
上
句
ま
で
が
残
存
し
て
い
る
。
（
荒
和
祓
十
三
日
）
⑬
み
た
ら
し
や
き
よ
き
な
か
れ
に
み
そ
き
し
て
い
の
る
こ
ゝ
ろ
を
神
も
う
く
ら
し
上
﨟
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⑭み
そ
き
せ
ぬ
人
し
な
け
れ
は
さ
は
へ
な
す
神
の
こ
ゝ
ろ
も
け
ふ
や
お
さ
ま
る
勾
當
内
侍
⑮
こ
の
夕
し
る
も
し
ら
ぬ
も
う
ち
む
れ
て
み
そ
き
に
い
つ
る
賀
茂
の
河
浪
新
大
納
言
立
秋
十
四
日
①
置
そ
む
る
草
葉
の
つ
ゆ
に
あ
ら
そ
ひ
て
又
あ
き
つ
く
る
庭
の
あ
さ
か
せ
女
房
』
②
秋
の
来
る
あ
さ
け
の
風
も
こ
の
ゆ
ふ
へ
ふ
き
と
ふ
き
ぬ
る
音
や
そ
は
ま
し
愚
詠
③
め
に
見
え
ぬ
風
の
す
か
た
も
散
て
行
一
葉
に
し
る
ゝ
秋
や
立
ら
ん
式
部
卿
宮
④
き
の
ふ
ま
て
見
さ
り
し
物
を
青
柳
の
ち
る
や
一
葉
の
あ
き
の
は
つ
か
せ
仁
和
寺
宮
⑤
け
さ
は
ゝ
や
日
影
も
う
す
く
か
つ
み
え
て
天
津
そ
ら
よ
り
秋
や
た
つ
ら
ん
上
﨟
⑥
手
に
な
ら
す
扇
の
風
も
あ
き
た
つ
と
』
こ
の
後
、「
立
秋
」
⑥
下
句
か
ら
⑮
ま
で
を
欠
き
、
さ
ら
に
、「
七
夕
十
五
日
」「
荻
十
六
日
」「
女
郎
花
十
七
日
」「
薄
十
八
日
」「
苅
萱
十
九
日
」
の
歌
が
全
て
欠
け
て
い
る
。
続
く
「
蘭
廿
日
」
は
①
と
②
の
歌
が
欠
け
、
③
か
ら
⑪
ま
で
の
歌
が
残
存
し
て
い
る
。
（
蘭
廿
日
）
③
䝄
風
に
ほ
こ
ろ
ひ
ゆ
け
と
藤
は
か
ま
ぬ
ふ
と
は
み
え
ぬ
い
と
す
ゝ
き
か
な
仁
和
寺
宮
（
批
点
あ
り
）
④
紫
の
い
ろ
な
つ
か
し
き
藤
は
か
ま
は
る
の
す
み
れ
の
ゆ
か
り
と
そ
み
る
重
経
⑤
武
蔵
の
ゝ
草
の
ゆ
か
り
か
へ
た
て
な
く
庭
の
ま
か
き
に
さ
く
藤
は
か
ま
言
國
朝
臣
⑥
な
つ
か
し
く
秋
の
野
に
さ
く
ふ
ち
は
か
ま
た
か
ぬ
き
す
つ
る
形
見
な
る
ら
ん
永
宣
⑦
わ
け
き
つ
る
山
の
す
そ
の
ゝ
露
ふ
か
み
』
き
つ
ゝ
な
れ
て
も
あ
か
ぬ
色
香
に
愚
詠
⑧
紫
の
色
に
も
名
に
も
思
ひ
い
つ
る
春
の
ゆ
か
り
の
ふ
ち
袴
か
な
右
兵
衛
督
⑨
わ
け
ゆ
け
は
野
こ
と
に
た
て
る
藤
袴
た
れ
き
て
み
よ
と
風
に
ほ
ふ
ら
ん
賢
房
⑩
つ
ゆ
ふ
か
き
野
へ
に
し
ほ
る
ゝ
藤
は
か
ま
き
て
み
る
人
の
ほ
す
と
し
も
な
し
上
﨟
⑪
あ
さ
日
さ
す
野
へ
に
ぬ
れ
つ
る
藤
は
か
ま
い
か
な
る
人
か
ぬ
き
て
ほ
す
ら
ん
四
辻
宰
相
中
将
』
こ
れ
以
降
、「
蘭
」
の
⑫
か
ら
⑮
の
歌
、「
萩
廿
一
日
」「
雁
廿
二
日
」「
鹿
廿
三
日
」
の
全
て
の
歌
、「
露
廿
四
日
」
の
①
か
ら
⑬
上
句
ま
で
の
歌
が
欠
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け
、
同
⑬
下
句
か
ら
⑮
ま
で
の
歌
、
及
び
「
霧
廿
五
日
」
①
か
ら
⑥
ま
で
の
歌
は
残
存
し
て
い
る
。
（
露
廿
四
日
）
（
⑮
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
）
心
の
ほ
か
に
そ
て
の
つ
ゆ
け
き
言
國
朝
臣
⑭
を
き
そ
む
る
つ
ゆ
よ
り
な
れ
て
我
袖
の
ほ
か
に
う
か
ら
ぬ
秋
の
ゆ
ふ
暮
仁
和
寺
宮
⑮
お
ほ
か
た
に
な
か
む
る
秋
の
ゆ
ふ
へ
た
に
い
か
に
を
き
け
る
そ
て
の
し
ら
露
勾
當
内
侍
霧
廿
五
日
①
水
無
瀬
河
み
な
れ
し
か
た
の
山
本
も
き
り
に
ま
よ
へ
る
秋
の
ふ
な
人
重
治
朝
臣
②
わ
け
の
ほ
る
嶺
の
あ
さ
霧
晴
や
ら
て
』
こ
の
後
に
②
女
房
詠
の
下
句
、
③
永
宣
、
④
愚
詠
、
⑤
賢
房
、
⑥
仁
和
寺
宮
の
歌
と
続
く
が
、
そ
れ
以
降
の
歌
は
全
て
欠
け
て
い
る
。
残
存
和
歌
の
中
、
六
首
に
批
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
勝
仁
親
王
（
後
柏
原
天
皇
）
が
こ
の
時
の
着
到
和
歌
を
改
め
て
書
写
さ
れ
た
の
は
、
和
歌
の
宗
匠
に
秀
で
た
歌
を
撰
ん
で
も
ら
う
た
め
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
（
６
）
れ
る
。
批
点
を
付
し
た
宗
匠
格
の
歌
人
は
飛
鳥
井
栄
雅
で
あ
ろ
う
か
。
三
遠
山
記
念
館
蔵
「
海
路
十
日
」
著
到
和
歌
懐
紙
本
懐
紙
（
図
１
）
に
は
「
海
路
」
題
で
次
の
よ
う
に
、
一
首
を
二
行
書
に
し
て
十
一
首
の
和
歌
が
記
載
さ
れ
、
二
首
に
批
点
が
付
し
て
あ
る
。（
翻
刻
に
際
し
便
宜
上
、
各
歌
に
①
か
ら
⑪
の
番
号
を
付
し
た
）。
海
路
十
日
①
う
な
原
や
い
つ
く
も
浪
の
う
へ
な
か
ら
こ
き
ゆ
く
舟
の
道
さ
た
む
ら
し
女
房
②
追
風
の
い
そ
く
舟
路
は
す
み
の
江
の
な
み
う
つ
き
し
も
ゆ
く
と
み
え
つ
ゝ
四
辻
宰
相
中
将
③
波
ま
く
ら
お
も
ひ
さ
た
め
は
ふ
な
ち
を
も
さ
の
み
い
そ
か
ぬ
ゆ
ふ
へ
な
ら
ま
し
右
兵
衛
督
④
我
な
か
ら
け
ふ
の
と
ま
り
を
し
ら
ぬ
か
な
風
に
ま
か
す
る
ふ
ね
の
行
末
元
長
⑤
浦
と
を
く
こ
き
わ
か
れ
つ
ゝ
ゆ
く
船
の
お
な
し
み
き
は
に
か
へ
る
く
れ
か
な
言
国
朝
臣
（
批
点
あ
り
）
⑥
行
舟
も
こ
と
う
ら
よ
り
は
な
に
は
か
た
心
と
ゝ
む
る
な
み
の
う
へ
か
な
重
治
朝
臣
⑦
あ
か
し
か
た
絵
し
ま
か
い
そ
の
浪
の
う
へ
に
こ
ゝ
ろ
も
と
め
ぬ
舟
の
み
ち
か
な
重
経
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（
批
点
あ
り
）
⑧
わ
た
の
原
か
き
り
も
み
え
ぬ
夕
浪
に
い
つ
く
を
み
ち
と
か
へ
る
ふ
な
人
仁
和
寺
宮
⑨
は
る
〳
〵
と
興
の
友
舟
か
す
み
え
て
な
き
た
る
あ
さ
の
浪
の
上
哉
式
部
卿
宮
⑩
あ
り
明
の
夜
ふ
か
き
月
に
舟
出
し
て
興
津
な
み
ま
に
日
影
を
そ
待
永
宣
⑪
ゆ
く
す
ゑ
も
を
な
し
浪
路
や
契
ら
ん
こ
き
も
は
な
れ
ぬ
う
ら
の
と
も
船
賢
房
こ
の
中
、
⑨
の
式
部
卿
詠
進
歌
（
太
字
で
表
記
）
が
「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
所
収
の
「
海
路
」
の
歌
と
同
一
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
東
山
御
物
「
後
柏
原
天
皇
宸
筆
着
到
和
歌
」
と
と
も
に
三
つ
の
資
料
が
同
じ
年
次
張
行
の
着
到
和
歌
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
相
馬
氏
が
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
着
到
百
首
の
起
日
は
某
年
の
九
月
九
日
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
本
懐
紙
「
海
路
十
日
」
は
十
二
月
十
日
の
詠
進
歌
と
考
え
ら
れ
、「
堀
河
院
初
度
百
首
」
の
題
に
よ
れ
ば
、
あ
と
九
首
で
百
首
と
な
る
の
で
、
満
日
は
十
二
月
十
九
日
と
な
ろ
う
。
「
堀
河
院
初
度
百
首
」
題
を
日
付
順
に
並
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
残
存
の
日
付
の
題
は
「
」
で
く
く
り
、
太
字
で
表
記
し
た
）。
（
立
春
九
月
九
日
）
「
子
日
十
日
」
「
霞
十
一
日
」
「
鴬
十
二
日
」
「
若
菜
十
三
日
」
「
残
雪
十
四
日
」
「
梅
十
五
日
」
（
柳
十
六
日
）
「
早
蕨
十
七
日
」
（
桜
十
八
日
）
（
春
雨
十
九
日
）（
春
駒
廿
日
）
（
帰
雁
廿
一
日
）
（
喚
子
鳥
廿
二
日
）
（
苗
代
廿
三
日
）
「
菫
廿
四
日
」
（
杜
若
廿
五
日
）
（
藤
廿
六
日
）
（
款
冬
廿
七
日
）
（
三
月
尽
廿
八
日
）
（
更
衣
廿
九
日
）
（
夘
花
丗
日
）
（
葵
十
月
一
日
）
（
郭
公
二
日
）
（
菖
蒲
三
日
）
「
早
苗
四
日
」
「
照
射
五
日
」
「
五
月
雨
六
日
」
（
廬
橘
七
日
）
（
蛍
八
日
）
「
蚊
遣
火
九
日
」
「
蓮
十
日
」
（
氷
室
十
一
日
）
（
泉
十
二
日
）
「
荒
和
祓
十
三
日
」
「
立
秋
十
四
日
」
（
七
夕
十
五
日
）
（
荻
十
六
日
）
（
女
郎
花
十
七
日
）
（
薄
十
八
日
）
（
苅
萱
十
九
日
）
「
蘭
廿
日
」
（
萩
廿
一
日
）
（
雁
廿
二
日
）
（
鹿
廿
三
日
）
「
露
廿
四
日
」
「
霧
廿
五
日
」
（
槿
廿
六
日
）
（
駒
迎
廿
七
日
）
（
月
廿
八
日
）
（
擣
衣
廿
九
日
）
（
虫
丗
日
）
（
紅
葉
十
一
月
一
日
）
（
菊
二
日
）
（
九
月
尽
三
日
）
（
初
冬
四
日
）
（
時
雨
五
日
）
（
霜
六
日
）
（
霰
七
日
）
（
雪
八
日
）
（
寒
蘆
九
日
）
（
千
鳥
十
日
）
（
氷
十
一
日
）
（
水
鳥
十
二
日
）
（
網
代
十
三
日
）
（
神
楽
十
四
日
）
（
鷹
狩
十
五
日
）
（
炭
伽
十
六
日
）
（
炉
火
十
七
日
）
（
除
夜
十
八
日
）
（
初
恋
十
九
日
）
（
不
逢
恋
廿
日
）
（
忍
恋
廿
一
日
）
（
初
遇
恋
廿
二
日
）
（
後
朝
恋
廿
三
日
）
（
会
不
逢
恋
廿
四
日
）
（
旅
恋
廿
五
日
）
（
思
廿
六
日
）
（
片
恋
廿
七
日
）
（
恨
廿
八
日
）
（
暁
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廿
九
日
）
（
松
十
二
月
一
日
）
（
竹
二
日
）
（
苔
三
日
）
（
鶴
四
日
）
（
山
五
日
）
（
河
六
日
）
（
野
七
日
）
（
関
八
日
）
（
橋
九
日
）
（
海
路
十
日
）
（
旅
十
一
日
）
（
別
十
二
日
）
（
山
家
十
三
日
）
（
田
家
十
四
日
）
（
懐
旧
十
五
日
）
（
夢
十
六
日
）
（
無
常
十
七
日
）
（
祝
十
八
日
）
（
述
懐
十
九
日
）
以
上
の
よ
う
な
構
成
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
と
、
著
到
和
歌
懐
紙
の
「
海
路
十
日
」
は
、
十
二
月
十
日
の
着
到
懐
紙
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
矛
盾
が
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
着
到
和
歌
の
催
行
年
次
は
果
た
し
て
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
注
１
の
『
書
―
古
筆
の
美
』
の
解
説
で
は
、「
文
明
十
三
年
か
ら
十
七
年
の
間
の
も
の
」
と
し
て
い
る
。
相
馬
氏
も
「
文
明
七
年
か
ら
文
明
十
六
年
十
月
ま
で
と
い
う
期
間
」
を
想
定
さ
れ
て
お
り
、
両
説
を
合
わ
せ
る
と
文
明
十
三
年
か
ら
文
明
十
六
年
十
月
ま
で
の
間
に
限
定
さ
れ
る
が
、
上
﨟
を
花
山
院
兼
子
と
同
定
し
て
よ
い
な
ら
ば
、『
実
隆
公
記
』
の
文
明
十
六
年
九
月
六
日
の
条
に
、
兼
子
が
出
産
の
た
め
実
家
に
滞
在
中
と
の
記
事
が
あ
る
の
で
、
文
明
十
三
年
か
ら
十
五
年
の
間
に
絞
り
込
め
る
。
さ
ら
に
、「
早
苗
」
が
「（
十
月
）
四
日
」
の
題
に
当
た
る
た
め
に
は
、
九
月
が
三
十
日
ま
で
の
大
の
月
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
間
で
九
月
が
大
の
月
で
あ
る
の
は
文
明
十
五
年
の
み
で
あ
る
か
ら
、
同
年
の
九
月
九
日
か
ら
一
二
月
一
九
日
に
催
行
さ
れ
た
着
到
和
歌
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
お
わ
り
に
今
ま
で
、『
東
山
御
文
庫
記
録
』（『
大
日
本
史
料
第
八
編
之
十
五
』）
で
し
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
文
明
十
五
年
九
月
九
日
起
日
の
着
到
和
歌
の
記
録
が
、「
後
柏
原
天
皇
宸
筆
着
到
和
歌
」、「
海
路
十
日
」
着
到
懐
紙
、「
邦
高
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
の
三
つ
の
資
料
を
照
合
す
る
こ
と
で
、
そ
の
催
行
の
具
体
的
内
容
の
一
部
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
ま
だ
解
明
さ
れ
な
い
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
当
初
、「
海
路
十
日
」
著
到
懐
紙
は
巻
子
状
原
本
の
一
部
と
考
え
て
い
た
が
、
本
懐
紙
に
は
十
一
首
の
和
歌
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
愚
詠
」「
勾
当
内
侍
」「
上
﨟
」「
新
大
納
言
」
の
四
首
の
歌
が
欠
け
て
い
る
。
こ
れ
は
⑪
の
賢
房
の
歌
で
余
白
を
残
さ
ず
懐
紙
が
切
れ
て
い
れ
ば
、
こ
こ
で
⑫
か
ら
始
ま
る
次
の
料
紙
か
ら
剥
が
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
の
で
問
題
は
な
い
が
、
一
紙
の
ま
ま
で
（
継
目
な
し
で
）
か
な
り
の
余
白
を
残
し
て
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
本
懐
紙
に
は
、
左
記
に
示
す
よ
う
に
、「
極
札
」
が
二
枚
付
属
し
て
い
る
。
そ
の
「
極
札
」
の
説
明
書
（
こ
れ
も
付
属
品
）
に
は
、
二
枚
は
「
古
筆
了
佐
札
并
弟
子
宗
久
書
分
ヶ
之
札
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
古
筆
了
佐
極
札
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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後
柏
原
院
海
路
十
日
琴
山
甘
露
寺
殿
元
長
卿
次
に
、
弟
子
宗
久
（
古
筆
家
門
弟
の
川
勝
宗
久
ヵ
）
極
札
は
次
の
通
り
。
端
之
御
詠
う
な
原
や
後
柏
原
院
御
製
次
上
風
の
ヨ
リ
哥
六
首
ハ
甘
露
寺
殿
元
長
卿
鈞
斎
奥
わ
た
の
原
ヨ
リ
四
首
後
柏
原
院
御
筆
宗
久
の
「
極
札
」
に
従
っ
て
各
歌
を
並
べ
換
え
て
み
る
と
、
確
か
に
、
書
体
は
①
と
奥
の
四
首
⑧
⑨
⑩
⑪
及
び
、
②
か
ら
⑦
ま
で
の
二
筆
に
分
類
で
き
そ
う
で
あ
る
（
図
２
）。
本
懐
紙
が
原
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
自
の
歌
は
本
人
の
自
筆
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
③
の
右
兵
衛
督
（
綾
小
路
俊
量
）
の
筆
跡
、
⑥
（
田
向
）
重
治
朝
臣
、
⑦
（
庭
田
）
重
経
、
⑧
仁
和
寺
宮
（
道
永
）、
⑩
（
高
倉
）
永
宣
、
⑪
（
万
里
小
路
）
賢
房
の
筆
跡
は
、
本
人
自
筆
の
他
の
短
冊
類
と
比
較
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
参
考
ま
で
に
、
六
人
の
中
で
最
も
書
風
が
際
立
つ
右
兵
衛
督
（
綾
小
路
俊
量
）
の
自
筆
短
冊
の
画
像
を
図
３
に
掲
げ
て
お
く
。
で
は
、
本
懐
紙
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
も
想
像
の
域
を
で
な
い
が
、
⑥
と
⑧
の
肩
に
批
点
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
の
宗
匠
（
飛
鳥
井
栄
雅
か
）
に
撰
歌
を
依
頼
す
る
た
め
に
、
原
本
を
二
人
（
勝
仁
親
王
及
び
甘
露
寺
元
長
）
で
書
写
し
、
批
点
を
受
け
た
後
に
、
作
者
名
を
記
入
し
た
懐
紙
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
余
白
に
は
も
う
一
首
（
⑫
）
少
な
く
と
も
記
入
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
途
半
端
で
終
わ
っ
て
い
る
理
由
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
と
め
と
は
程
遠
い
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
新
資
料
の
出
現
を
期
待
し
て
後
考
を
俟
ち
た
い
。
注
（
１
）
こ
の
懐
紙
に
つ
い
て
、
遠
山
記
念
館
編
『
書
―
古
筆
の
美
』（
一
九
九
四
年
九
月
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
後
土
御
門
天
皇
他
寄
書
紙
本
墨
書
縦
二
五
・
八
糎
横
五
五
・
四
糎
（
中
略
）
一
首
目
に
女
房
と
署
名
す
る
の
が
後
土
御
門
天
皇
で
、
公
卿
が
そ
の
後
に
つ
づ
く
。
四
辻
宰
相
中
将
と
あ
る
の
は
、
参
議
で
左
近
衛
中
将
を
兼
ね
た
四
辻
季
経
で
、
か
れ
が
そ
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
か
ら
同
十
七
年
八
月
ま
で
。
ま
た
次
の
右
兵
衛
督
は
参
議
の
綾
小
路
俊
量
で
、
そ
の
兼
任
期
間
は
文
明
十
三
年
か
ら
同
十
七
年
四
月
ま
で
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
懐
紙
は
文
明
十
三
年
か
ら
十
七
年
の
間
の
も
の
と
い
え
る
。（
後
略
）
（
２
）
『
東
山
御
文
庫
御
物
３
』（
毎
日
新
聞
社
一
九
九
九
年
十
二
月
）
に
、
図
版
（
一
部
）
と
解
説
（
相
馬
萬
里
子
氏
執
筆
）
を
収
め
る
。
（
３
）
相
馬
氏
が
注
２
の
解
説
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
４
）
後
土
御
門
天
皇
の
女
官
・
花
山
院
兼
子
（
花
山
院
持
忠
息
女
）
か
。
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『
実
隆
公
記
』
文
明
十
六
年
九
月
六
日
の
条
に
「
内
裏
上
﨟
局
」
が
出
産
の
た
め
に
花
山
亭
に
里
帰
り
し
て
い
る
記
事
あ
り
。
（
５
）
新
大
納
言
が
公
卿
だ
と
す
れ
ば
、
文
明
十
三
年
十
月
八
日
以
前
な
ら
ば
、
正
親
町
三
条
公
躬
（
公
治
）
が
該
当
す
る
。
し
か
し
、
南
都
興
福
寺
の
訴
訟
に
よ
り
放
氏
（
所
属
す
る
氏
に
と
っ
て
不
都
合
な
行
為
が
あ
っ
た
も
の
を
そ
の
氏
か
ら
追
放
す
る
こ
と
）
と
い
う
不
祥
事
で
権
大
納
言
を
一
度
辞
任
し
、
文
明
十
五
年
八
月
廿
二
日
に
還
任
さ
れ
た
公
治
を
新
大
納
言
と
称
す
る
の
は
疑
問
で
あ
り
、
そ
の
直
後
の
九
月
九
日
か
ら
始
ま
る
皇
太
子
主
催
の
着
到
和
歌
の
詠
進
者
に
撰
ば
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
文
明
十
三
年
正
月
廿
五
日
『
公
卿
補
任
』
正
親
町
三
条
公
躬
（
公
治
）
任
権
大
納
言
。
同
三
月
十
七
日
『
実
隆
公
記
』
新
大
納
言
（
公
躬
）
知
行
当
国
田
辺
郷
南
都
訴
訟
重
々
之
儀
公
躬
可
放
氏
之
由
言
上
事
書
等
即
令
拝
見
…
。
同
十
月
八
日
『
公
卿
補
任
』
公
躬
、
辞
権
大
納
言
依
南
都
訴
放
氏
之
故
云
々
。
同
十
五
年
六
月
十
九
日
『
実
隆
公
記
』
公
躬
か
ら
公
治
に
改
名
。
同
八
月
廿
二
日
『
公
卿
補
任
』
公
治
、
権
大
納
言
に
還
任
。
同
八
月
廿
四
日
『
実
隆
公
記
』
抑
前
大
納
言
還
任
事
一
昨
日
勅
許
云
々
。
一
方
、
新
大
納
言
局
と
す
れ
ば
、
後
土
御
門
天
皇
の
女
官
・
勧
修
寺
房
子
が
該
当
し
、
特
段
の
矛
盾
も
な
い
。
文
明
十
七
年
五
月
十
三
日
『
実
隆
公
記
』
今
日
未
刻
計
新
大
納
言
局
帰
参
、
今
度
蒙
典
侍
宣
旨
名
字
房
子
云
々
。
（
６
）
文
明
七
年
三
月
三
日
起
日
の
着
到
和
歌
に
関
し
て
、三
月
廿
六
日
の『
実
隆
公
記
』
に
、
足
利
義
政
に
御
点
を
付
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
着
到
和
歌
の
春
・
夏
部
を
清
書
す
る
よ
う
天
皇
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
記
事
あ
り
。
五
月
三
日
に
は
義
政
が
御
点
を
付
し
た
着
到
和
歌
一
巻
に
作
者
名
を
書
き
入
れ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
五
月
十
四
日
に
は
秋
・
冬
部
、
五
月
十
七
日
に
は
恋
・
雑
部
の
清
書
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
【
付
記
】
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、「
後
柏
原
天
皇
宸
筆
着
到
和
歌
」
の
複
写
を
許
可
し
て
ご
手
配
く
だ
さ
っ
た
宮
内
庁
侍
従
職
大
村
卓
司
氏
、
並
び
に
著
到
懐
紙
「
海
路
十
日
」
の
写
真
掲
載
を
快
く
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
遠
山
記
念
館
の
依
田
徹
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
も
と
や
ま
や
え
こ
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
在
学
生
）
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図
１
「
海
路
十
日
」
着
到
和
歌
懐
紙
（
遠
山
記
念
館
蔵
）
縦
２５.８
糎
横
５５.４
糎
図
２
「
海
路
十
日
」
懐
紙
①
及
び
奥
の
四
首
⑧
⑨
⑩
⑪
は
同
筆
ヵ
― 38 ―
「
海
路
十
日
」
懐
紙
②
か
ら
⑦
は
同
筆
ヵ
図
３
綾
小
路
俊
量
（
右
兵
衛
督
）
短
冊
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